









（1） i.  Plain verbs: 主語・目的語の指示対象が誰・何であろうと、同じ手
指の形、動きで表される動詞。



























 i.  動詞が主語・目的語と一致する言語（屈折言語）、しない言語（孤
立言語）が存在する。
 ii.  動詞が主語・目的語と一致する言語では、意味や音形に関わらずす
べての動詞で一致が起きる。
 iii.  動詞が主語と一致する現象の方が、動詞が目的語と一致する現象よ
りも広く観察される。
 iv.  一致を表す屈折接辞の表出形は、人称・数・性を同じくする人称代
名詞と同形である必要はまったくない。




（3）　 手話言語の「一致」現象の特徴 （Rathmann & Mathur 2002, Sandler & 
Lillo-Martin 2006, Lillo-Martin & Meier 2011ほか）
 i. 「一致」を持たない手話言語の存在は報告されていない。




 iii.  主語との「一致」は任意であり、目的語との「一致」が義務的であ
ることが一般的。







































































































る上で、Source（話し手）、Self（自己認識の主体・対象）、Point of view 
（POV）（視点）という 3つの概念を区別するべきであることを指摘してい




それが自分のことであるという認識 （Wechsler 2010）） を持つことはできな
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